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全国の幼稚園・保育所における幼児と高齢者の
ふれあいに関する実態調査

關 　戸 　啓 　子��

は じ め に

今日の子どもたちは，多様な人間関係を経験する
場が少なくなっているといわれている．異年齢との

かかわりは言うに及ばず同年齢でさえも，相互交渉
の少ない中で生活している子ども達にとって，人間
関係の様々な実相を体験する場も限定されている
ばかりか，物質的豊かさとは反比例して人的環境が
目を覆うほどの貧困さを呈するようになってきた ��

と指摘されている．子どもの社会的交渉の範囲が広
がっていくにつれて，子どもの社会的経験は拡大し
ていく��のであり，子どもが社会に適応し成長発達
するためには，多様な人間関係から，多くの経験を

していくことが大切である．特に幼児期における体
験は，その後の人生に与える影響が大きい��といわ
れており，近年，幼児教育の現場では高齢者とのふ
れあいを実施しているところが多くなってきている．
さらに，最近では幼稚園や保育所と高齢者用施設

が同じ建物内や，隣り合って建築されている複合型
施設など ��もみられる．このように，積極的に幼児
と高齢者のふれあいを推進しようとする試みはいま
だ始まったばかりであり，その実態はほとんど明ら

かにされていない．そこで，本研究では，全国の幼
稚園と保育所を対象に，幼児と高齢者のふれあいに
ついて実態調査を行った．
なお，本研究においては「ふれあい」という用語

は，次のように定義して用いる．幼児と高齢者が単
に同じ場所にいるとか，物理的に顔を合わせている
状況をいうのではなく，幼児と高齢者が一緒に笑っ
たり気持ちが共有できるような交流を「ふれあい」
という．すなわち，バーバル・ノンバーバルに，相

互に交流することによって，そこに対人感情を伴う
ような人間関係が形成される状況を「ふれあい」と
いう．

調 査 方 法

�．調査方式

全国の幼稚園・保育所へアンケート用紙を郵送し，
返送を依頼する方式で質問紙調査を行った．研究の
趣旨を説明する文章を付け，返送は任意とした．

�．調査対象

幼稚園は，『�			年版全国学校総覧（原書房発行）』
に掲載されている�����の幼稚園から，無作為に�		

の幼稚園を選び郵送した．ただし，県によって幼稚
園数に差があるため，県ごとに幼稚園数を調べ，全

国数に占める割合を算出した．その比に従って，各
県より幼稚園を無作為に選んだ．保育所は�			年 �

月現在で「日本保育協会」に加盟している，����の
保育所から，幼稚園の場合と同様の方法で，�		の
保育所を選び郵送した．

�．調査時期

発送は，�			年 �月 �日���日の間に行った．返
送期限は，�			年 �月中旬頃までとした．�			年�	

月��日までに到着したアンケート用紙を有効として
取り扱った．

結 果

アンケートの回収数は幼稚園	
（回収率���	�），
保育所���（回収率����）であった．また，有効回
答数は，幼稚園��
（有効回答率�����），保育所���

（有効回答率�����）であった．

�．回答が得られた幼稚園・保育所の背景

有効回答を寄せた幼稚園と保育所に通っている子
どもの数は，表 �のとおりである．通っている子ど
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もの数は，幼稚園・保育所とも����		人の間が多
く，どちらも全体の約��％を占めていた．中規模の
幼稚園・保育所を中心にかたより無く回答が寄せら
れていた．

表 � 通園している子どもの数

子どもの受け入れ開始年齢は，表 �に示すとおり，
ほとんどの幼稚園は �� 歳児から，保育所は 	歳
児からで，幼稚園と保育所の特徴を反映していた．
国公立・私立の別は表 �に示すとおり，幼稚園は国
公立と私立がほぼ半々であったが，保育所は私立が
ほとんどであった．

表 � 受け入れ開始年齢

表 � 公立・私立の別

�．幼児たちが高齢者とふれあう機会

　�）高齢者が利用する施設の併設の有無

幼稚園と保育所に，高齢者が利用する施設の併設
の有無をたずねたところ，表 に示すような回答で
あった．幼稚園では 施設，保育所では�	施設に高

齢者が利用する施設が併設されていた．

表 � 高齢者が利用する施設の併設

　�）幼児たちが高齢者とふれあう機会の頻度

幼稚園と保育所に，幼児たちが高齢者とふれあう
機会の頻度についてたずねた結果をグラフであらわ
したものが図 �である．幼稚園・保育所ともに年に
�� �回から数回という回答が多く，約��％を占め

ていた．ふれあう機会がないという回答も，幼稚園
で約�	�，保育所で約�	�あった．
さらに，高齢者が利用する施設を併設していても，
必ずしも毎日ふれあう機会を設けているわけではな
いことがわかった．高齢者が利用する施設を併設し
ている ヶ所の幼稚園のうち，「ほぼ毎日ふれあう機
会がある」と回答したのは �施設であり， �施設は
「全くふれあう機会はない」と回答していた．同様に
�	ヶ所の保育所においても，「ほぼ毎日ふれあう機
会がある」と回答したのは �施設のみであった．逆

に，高齢者が利用する施設を併設していなくても，
地域の高齢者や近くの高齢者用施設を利用して，毎
日ふれあいの機会が持てるよう工夫している幼稚園
や保育所もあった．
　�）高齢者とのふれあいの形態

幼稚園と保育所で「高齢者とふれあう機会はない」
と回答した以外の施設に，高齢者とのふれあいの形
態をきいた結果をグラフであらわしたものが図 �で
ある．

複数回答であるが，幼稚園・保育所ともに「幼児
たちの歌や遊戯等を高齢者が鑑賞する」という形態
が最も多かった．次は，「幼児たちが，訪ねて来た高
齢者と一緒に遊ぶ」という形態が多かった．
　�）高齢者とふれあう幼児たちの様子

高齢者とふれあう時の幼児たちの様子について，
幼稚園と保育所にたずねた結果をグラフであらわし
たものが図 �である．
複数回答であるが，幼稚園・保育所ともに「普段

よりうれしそうである」という回答が最も多かった．
次には，「普段よりはしゃいでいる」「緊張している
ようにみえる」という回答が多かった．
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図 � 幼児たちが高齢者とふれあう機会の頻度

図 � 高齢者とのふれあいの形態

�．高齢者とのふれあいの今後について

�実施している場合�

　�）今後の高齢者とのふれあいの頻度

高齢者とのふれあいを実施していると回答した幼
稚園と保育所に，今後のふれあいの頻度についてき
いた結果をグラフであらわしたものが図 である．
幼稚園と保育所ともに「もっと，増やしていきた

い」という回答が最も多かった．次には，「現在のま
まで良い」という回答が多かった．「もう少し，減ら

したい」と回答した幼稚園・保育所はなかった．

　�）「今後の高齢者とのふれあいの頻度」に対す

る回答理由

「今後の高齢者とのふれあいの頻度」に対する質
問において，「もっと，増やしていきたい」と回答し
た幼稚園・保育所にその理由を，たずねた結果が表
�である．
「もっと，増やしていきたい」理由として最も多
かったのは，幼稚園・保育所ともに「子どもたちは
核家族のなかで育っており，高齢者とのふれあいは

重要である」であった．次には，「高齢者が喜んでく
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図 � 高齢者とふれあう幼児たちの様子

図 � 今後の高齢者とのふれあいの頻度

れ，子どもたちも職員もやさしい気持ちになれるか
ら」という理由が幼稚園・保育所ともに多かった．
「今後の高齢者とのふれあいの頻度」に対する質
問において，「現在のままで良い」と回答した幼稚
園・保育所にその理由をたずねた結果が表 
である．

理由として最も多かったのは，幼稚園・保育所とも
に，「仕事が多く，これ以上の調整は無理で，職員の
負担が大きすぎる」というものであった．

�．高齢者とのふれあいの今後について

�実施していない場合�

　�）高齢者とのふれあいを実施していない理由

子どもたちと高齢者がふれあう機会がないと回答
した幼稚園と保育所に，その理由をきいた結果をグ

ラフであらわしたものが図 �である．理由として最
も多く幼稚園・保育所ともにあげた回答は，「高齢者
が利用する施設が近くにないため」であった．次に
多い理由は「これまで考えたことがなかった」「職員
の負担が大きいため」というものであった．
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表 � 「今後の高齢者とのふれあいの頻度」に対する回答理由
�「もっと，増やしていきたい」場合�

表 � 「今後の高齢者とのふれあいの頻度」に対する回答理由
�「現在のままで良い」場合�

図 � 高齢者とのふれあいを実施しない理由

　�）高齢者とのふれあいを今後実施するか否か

現在高齢者とのふれあいを実施していない施設に，
今後実施するか否かをきいた結果をグラフであらわ

したものが図 
である．
幼稚園の半数と保育所の 
割が「高齢者とふれあ
う機会を設けるよう考えたい」と回答した．しかし，
「現在のままで良い」つまり高齢者とふれあえる機会
を準備することを考えていないと回答した幼稚園・

保育所も約 �割あった．
　�）「高齢者とのふれあいを今後実施するか否か」

に対する回答理由

「高齢者とのふれあいを今後実施するか否か」と
いう設問に対して，「高齢者とふれあう機会を設け
るよう考えたい」と回答した幼稚園と保育所にその
理由をたずねた結果が表 �である．
「高齢者とふれあう機会を設けるよう考えたい」





	 關 　戸 　啓 　子

図 � 高齢者とのふれあいを今後実施するか否か

表 � 「高齢者とのふれあいを今後実施するか否か」の回答理由
�「高齢者とふれあう機会を設けるよう考えたい」場合�

表 	 「高齢者とのふれあいを今後実施するか否か」の回答理由
�「現在のままで良い」場合�

と回答した幼稚園と保育所は，ともに「高齢者との
ふれあいでやさしい心を育てたい」という理由が最
も多かった．

「高齢者とのふれあいを今後実施するか否か」とい
う設問に対して，「現在のままで良い」と回答した幼稚
園と保育所にその理由をたずねた結果が表 �である．
「現在のままで良い」と回答した幼稚園と保育所
は，ともに「これ以上行事を増やすことは，計画的
にも職員の負担面からも無理」「自然にふれあう機
会があれば良いと思うので」という理由を多くあげ
ていた．

�．「幼児と高齢者のふれあい」に対する自由な意見

幼稚園と保育所に，「幼児と高齢者のふれあい」に
対して感じていること，考えていることなどを自由

に記載してもらった結果が表 �である．
幼稚園・保育所ともに「幼児と高齢者の双方に意

義のある活動にすべきである」「自然な形でのふれ

あいが望ましい」「イベント的な活動ではなく，継続
することが大切である」という意見が多かった．ま
た，幼児・高齢者ともに互いに相手に馴染めない人
もおり，実践する際の難しさについても意見があっ
た．高齢者の健康面についても，憂慮する意見があ
り，幼児・高齢者双方に怪我があってもいけないと
いう心配も述べられていた．

考 察

幼児たちと高齢者のふれあいの実態について，全

国的なアンケート調査を実施した結果，高齢者が利
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表 
 「幼児と高齢者のふれあい」に対する自由な意見

用する施設を併設している複合型の幼稚園と保育所
はまだ少なく，幼稚園で ヵ所，保育所で�	ヶ所で
あった．このような複合型施設は，幼児と高齢者の
ふれあいをすすめる上では，理想的と考えられるが，
実際には非常に少ないことがわかった．
全国の幼稚園と保育所における，幼児と高齢者の

ふれあい頻度は，年単位の施設がほとんどで年に
�� �回から数回という回答が多かった．つまり，
継続的なふれあいではなく，月ごとの行事である七
夕祭りとか雛祭りという会と同じように，行事的な
扱いで実施されていることが予想される．そのよ
うななかで，「ほぼ毎日ふれあう機会がある」と回
答した施設も幼稚園で ヵ所，保育所で �ヵ所あっ
た．この回答は，複合型施設からのものであろうと
予想されたが，必ずしもそうではなく，複合型施設

であっても日常的なふれあいを実施していない幼稚
園・保育所もあった．高齢者とのふれあいという点
で恵まれた環境にありながら実施していない施設も
あれば，環境的には難しいなか工夫してふれあいを
実施している施設もあり，幼稚園・保育所の考え方
が反映されていることが推察される．また，高齢者
とふれあう機会を全く設けていない施設もあった．
幼稚園で �割，保育所で �割の施設では高齢者との
ふれあいの機会がないと回答しており，改善の余地
が考えられる．

高齢者とのふれあいを実施している場合において
も，その形態は「幼児たちの歌や遊戯等を高齢者が
鑑賞する」が最も多く，ふれあいとは呼べない形態

のものである．これは，年に数回の行事的な企画で
は仕方ないことである．ふれあいと呼べるような交
流が生じるためには，高頻度な関わりが必要だと考
えられる．
高齢者とふれあう時の幼児たちの様子は，ほとん

どの幼児が普段よりうれしそうであり，幼児たちに

とって高齢者とふれあうことは楽しみであること
がわかる．しかし，高齢者とのふれあいに慣れるた
めに時間がかかる幼児たちのなかには，普段よりは
しゃいだり，緊張したりという様子もみられるよう
である．慣れない人への対応ということも，ひとつ
の経験であり幼児にとって貴重なものである．しか
し，順応性の高い幼児は高頻度に高齢者と接する機
会があればすぐに緊張はとけて，楽しく高齢者とふ
れあえるようになるであろう．

すでに，幼児と高齢者のふれあいを実施している
幼稚園・保育所に対して，今後ふれあいの頻度を増
やすのか否かについてきいたところ，「もっと，増
やしていきたい」と「現在のままで良い」という回
答にほぼ同数でわかれた．「もう少し，減らしたい」
と回答した幼稚園・保育所はなく，不要と考えてい
る施設はないことがわかった．それぞれ理由をみる
と，「もっと，増やしていきたい」という幼稚園・保
育所では，現代の核家族という高齢者がいない世帯
で育つ幼児たちのために重要であると考えているた

めであることがわかった．核家族で育つ幼児たちの
ことを考えて，高齢者とのふれあいを増やすように
努力しようとする姿勢が窺えた．
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「現在のままで良い」と回答した理由をみると，
仕事が多く職員の負担をこれ以上増やせないという
内容が最も多かった．関連する理由として，「新しい
ことを始めるのではなく，現在の幼児教育や保育の

内容の充実を計りたい」「地域で自然にふれあう機
会を大切にした方が良い」「現在はほかの事に力を
入れているので」というものがあった．現実問題と
して忙しい幼稚園や保育所の現場で，多くの仕事を
調整しながら職員が働いている現状のなかで，次々
と新しいことを推進していくことは難しいという切
実な理由が存在しているようだ．また，「現在の回数
でふれあいの機会は十分である」という回答につい
ては，現状で満足しているものと考えられるが，教

育として満足しているのか，職員の負担等から考え
て十分努力しているという点で満足しているのかは
不明である．さらに，もうひとつの理由として，幼
児と高齢者の健康面があげられている．「子どもの
負担が大きい」「交通手段，感染の危険，健康等，双
方の受け入れ体制が整わない」という理由である．
確かに，高齢化に伴い身体の諸機能が落ちている高
齢者と，活発に動きまわるが成人ほど感染に対する
抵抗力が強くない幼児の特徴を考えると，もし事故

とか健康障害を起こしたらと不安になるのは当然で
ある．この健康面に対する対応は，今後十分検討さ
れる必要があるであろう．
現在，幼児と高齢者のふれあいを実施していない

幼稚園と保育所に対して，その理由をきいたところ，
それぞれ「高齢者が利用する施設が近くにないため」
と半数が回答した．仕方ない理由であるが，近隣の
老人クラブとのふれあいなど，高齢者用の施設がな
い場合でもほかの方法は考えられるので，実施への

検討が望まれる．
現在，幼児と高齢者のふれあいを実施していない

理由として，「これまで考えたことがなかった」と回
答した幼稚園・保育所に対しては，今回のアンケー
ト調査等が検討の機会になることが期待される．次
には，やはり「職員の負担が大きいため」という理
由が多かった．特に，これまで高齢者とのふれあい
を実施していない施設にとっては，新たなことを始
めるには多くのエネルギーが必要で，日頃の職員の

忙しさをみていると企画できないというのは，本音
であろうと思われた．
少数であるが「高齢者と接する必要性を感じてな

い」という回答もあった．幼児たちの対人関係に関
する現状に反する回答ではないかと感じたが，この
回答欄に「当施設は昔ながらの農業を主体とした大
家族がほとんどを占める村のなかに位置しており，
子どもたちはおじいちゃんやおばあちゃんに囲まれて

生活しているので，特別にふれあいを実施する意味を
感じていない」とメモを入れてくれていた施設があっ
た．全てかどうかはわからないが，これに近いような
現状があるために，施設内でのふれあいの必要性は

感じていないという意味も含まれているのであろう．
現在，幼児と高齢者のふれあいを実施していない

幼稚園と保育所に対して，今後どうするかについて
質問したところ，「高齢者とふれあう機会を設ける
ように考えたい」が半数以上で，「現在のままで良
い」が約 �割であった．「高齢者とふれあう機会を
設けるように考えたい」理由は，「高齢者とのふれ
あいでやさしい心を育てたい」という，幼児たちに
対する効果を期待してのことであった．「現在のま

まで良い」つまり，幼児と高齢者とのふれあいを今
後も実施する予定がない理由は，やはり職員の負担
増とそれに関連する理由が主であった．高齢者と幼
児双方の健康面に対する心配をあげている幼稚園と
保育所も �ヵ所ずつあった．これは，すでに幼児と
高齢者のふれあいを実施しているが，これ以上頻度
を増やせないとして幼稚園と保育所があげた理由と良
く一致していた．高齢者とのふれあいを始めるにも，
増やすにもネックになっている問題は同じようである．

幼児と高齢者のふれあいについて，幼稚園と保育
所から自由回答でもらった意見をみると，積極的な
意見と消極的な意見にわかれている．積極的なもの
としては，幼児たちと高齢者のふれあいを行事的な
ものではなく日常的なものにすることによって，自
然なふれあいにすることを望む声である．その一方，
高齢者の方が幼児が好きな人ばかりではないこと，
幼児も高齢者に馴染めない場合があることや，お互
いに怪我をしても困るといった不安も述べられてい

る．確かに，高齢者と幼児と一口にいっても，様々
な個性があり全ての人が楽しくふれあえない場合も
生じるであろうし，怪我等に関する心配は当然のこ
とである．幼児と高齢者の日常的なふれあいは誰し
も望ましいと思うわけではあるが，こうした問題も
陰にあることを良く踏まえた上で，実施が検討され
なければならないことが示唆された．

ま と め

全国の幼稚園・保育所に，幼児と高齢者のふれあ

いの実態に対してアンケート調査を行った結果，高
齢者の利用施設が併設されている複合型の幼稚園・
保育所はまだ少ないことがわかった．複合型の幼稚
園・保育所でさえ，毎日高齢者とふれあいの機会を
持っていない施設もあり，日常的に高齢者とふれあ
える環境を提供できている幼稚園・保育所はまれで
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あった．
しかし，多くの幼稚園・保育所は高齢者とふれあ
える行事等を企画し，なるべくふれあいを推進して
いこうとしている姿勢は窺えた．推進できない理由

としては，職員の負担増が大きな問題であった．高
齢者とのふれあいが有意義なものになるためには，
職員の適切なサポ－トが不可欠である．自由記載の
欄にも，職員に今以上の負担がかけられないという
事情が記されていた．さらに，ふれあいが推進しに
くい理由として，幼児と高齢者双方の感染や怪我な
ど健康面に対して憂慮する記載が多くあった．
高齢者とのふれあいが行事的な内容に留まり，日

常化しにくい原因として職員の負担と幼児たちと高
齢者双方の健康面に対する不安があることが示唆さ
れた．
人員の確保など，高齢者と日常的に活発なふれあ

いを行えるような十分なサポ－ト体制が整えられる
ためには，幼児が高齢者とふれあうことの意義が明
らかにされ，広く認知されることが最も必要である
と考えられる．

本研究は，����年度笹川科学研究助成を受けて行った研

究の一部である．
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